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 花が決まった時間に咲くように、ヒトは朝自然に目が覚める。これ

は花と同じように私達の体の中にも自然が創り上げた時計があるか

らである。体内時計（概日時計）と 呼ばれるこの時計は体中の細胞

に存在し、約２４時間の周期でリズムをうち、体内で起こる様々なイ

ベントのタイミングを調節している。さらに、体内時計は、春・夏や

秋・冬といった１年の中での時間、つまり季節を感じ取る際にも重要

であることがわかってきた。講演では、体内時計・体内カレンダーの

解明の現状について紹介するとともに、生命科学の「現在」について

紹介したい。 
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